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Ⅰ 業務の目的 

三重県地球温暖化防止活動推進センター（以下「センター」という。）が実施する当「地域に

おける地球温暖化防止活動促進事業」では、地域における家庭・事業部門に関する温室効果ガ

スの排出の実態に関する地球温暖化防止活動推進員（以下「推進員」という。）も活用した調査

の実施、情報収集・提供、普及啓発、広報活動等を実施する。 

当事業により、地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（＝賢い選択）」の賛同を働

きかけ、地域の関係主体との効果的な連携、連絡調整等を図り、エネルギー起源二酸化炭素の

排出の抑制に資する事業を展開することにより、地域における地球温暖化防止活動の基盤の形

成を促進し、脱炭素社会の構築を目指すとともに地球環境の保全に資することを目的とする。 

 

Ⅱ 業務の内容 

１ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の設置及び会議の開催状況 

⑴ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の設置 

「令和４年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」の実施にあたり、地域の関係主体

との効果的な連携、連絡調整等を通じて、事業を円滑に実施することを目的に三重県地球温

暖化防止活動連絡調整会議（以下「会議」という）を設置した。 

会議の構成員は表－１のとおりである。 

 

表－１ 三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議構成員 

所 属 等 

推
進
員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

三重県地球温暖化防止活動推進員 

地
域
協
議
会
等 

地球温暖化防止活動中勢協議会 

三重大学環境ＩＳＯ学生委員会 副委員長 

一般社団法人日本自動車連盟三重支部 事業課長 

シャープディスプレイテクノロジー株式会社 亀山事業所 主任 

中部電力パワーグリッド株式会社 三重支社総務部 総務・広報グループ 課長 

行 

政 

機 

関 

環境省中部地方環境事務所環境対策課 課長 

三重県環境生活部地球温暖化対策課 課長 

四日市市環境部環境政策課 課長 

鈴鹿市環境部環境政策課 課長 

亀山市産業環境部環境課 課長 

津市環境部環境政策課 参事兼課長 

松阪市環境生活部環境課 係員 

伊勢市環境生活部環境課 課長 

事務局 三重県地球温暖化防止活動推進センター 
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⑵ 会議の開催状況 

① 会議の開催状況は表－２のとおりである。 

 

表－２ 会議の開催状況 

開催年月日 出席者 会議の概要 

令和４年 

(2022年) 

8月18日 

16名 

(代理出席含む) 

「令和４年度地域における地球温暖化防止活動促進事業」計画

について説明を行い、了承された。 

令和５年 

(2023年) 

3月6日 

構成員に資料を

送付 

日程調整の結果、会議を開催できなかったため、会議構成員に

「令和４年度二酸化炭素排出抑制対策事業 地域における地

球温暖化防止活動促進事業報告書」を送付し、意見を徴収する

ことで会議の開催に代えた。 
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② 第１回連絡調整会議の概要 

第１回三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の概要 

 

「地域における地球温暖化防止活動促進事業」についての事務局説明 

令和４年(2022年)度「地域における地球温暖化防止活動促進事業」を受託し、今年度も国、県、

市、推進員、地域協議会等で構成する「連絡調整会議」を設置して、連絡調整・協議等を行うこ

ととしている。 

 

１ 三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況 

⑴ 令和３年(2021年)度事業実績 

補助事業の基盤形成事業を計画どおり実施した。 

また、三重県の委託事業、センター自主事業についても計画どおり実施した。 

⑵ 令和４年(2022年)度事業計画 

① 地域活動支援事業（県委託事業等） 

推進員が行う出前講座やイベント出展等の啓発活動を支援するとともに、県、市町等と連

携し、出前講座の機会を増やすなど、推進員活動等の活性化を図る。また、新規の推進員の

確保の手法等について三重県と連携して検討していく。 

② 温室効果ガス排出削減事業（国補助事業） 

新型コロナウイルス感染症の影響により2020年度及び2021年度は中止した「みえ環境フェ

ア」を、2022年度は「みえ環境フェア2022」として開催を計画する。今後の同感染症の状況

により大規模な双方向体験交流型イベントの開催が制約されることもあるため、感染リスク

の無い情報発信型(受動型)の事業も並行して検討する 

また、市町等が主催するイベント等への参加を通じて地球温暖化防止対策の啓発に努め

る。 

さらに、推進員、NPO、企業、国、県、市町等と連携し、家庭・事業所における省エネ推進

等の啓発を進める。 

③ 中部ブロックの地域センターとの連携 

中部ブロックの７県８地域センターとの連携を図り、推進員合同研修会の開催等交流を進

める。 

２ 地域における地球温暖化防止活動促進事業 

⑴ 2022年度事業計画について 

「地域における地球温暖化防止活動促進事業の実施計画書」に基づき、自治体等主催の環

境イベントでの普及啓発、みえ環境フェア2022、日常業務におけるCOOL CHOICEの推進、中

部ブロック地域センター共同セミナー、中小企業脱炭素セミナーを実施する。 

地域における地球温暖化防止活動の基盤の形成を促進し、低炭素社会の構築を目指すとと

もに地球環境の保全に資することを目的とする。 

⑵ みえ環境フェア2022について 

推進員や他の環境団体、県内市町、県内企業・団体との交流を図るとともに、来場者に対

して地球温暖化の現状について啓発を行う場として「みえ環境フェア」の開催を計画する。 

３ その他 

新たに事業者の啓発事業として、中部７県、１市が共同で脱炭素経営セミナー(オンライン)で

開催を計画する。 
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写真 第１回連絡調整会議の状況①（2022年８月18日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 第１回連絡調整会議の状況②（2022年８月18日） 
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③ 第２回連絡調整会議概要 

 

第２回三重県地球温暖化防止活動連絡調整会議の概要 

会議構成員に「三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況の資料」と「令和４年度

年度二酸化炭素排出抑制対策事業 地域における地球温暖化防止活動促進事業（三重県）」報告

書を送付し、意見を徴収することで会議の開催に代えた。 

 

１ 三重県地球温暖化防止活動推進センターの活動状況 

2022年度の出前講座やイベントでの地球温暖化防止にかかる啓発活動やCOOL CHOICE（=賢

い選択）賛同促進など、三重県における活動状況の説明資料。 

 

２ 地域における地球温暖化防止活動促進事業 

「令和４年度二酸化炭素排出抑制対策事業 地域における地球温暖化防止活動促進事業

（三重県）」報告書 

 

  



- 6 - 

 

２ 「みえ環境フェア2022」の開催 

⑴フェアの概要 

① 名 称  みえ環境フェア２０２２ 

② 日 時  2022年12月11日(日)10:00～15:00 

③ 会 場  メッセウイング・みえ 

住所：津市北河路町19-1 

④ 主 催  三重県地球温暖化防止活動推進センター 

(一般財団法人三重県環境保全事業団) 

⑤ 共 催  三重県 

⑥ 後 援  中部地方環境事務所、中部経済産業局 

⑦ 協 賛  一般社団法人三重県産業廃棄物協会 

⑧ 出 展  63ブース 

⑨ 入場料  無 料 

⑩ 来場者数 4,500人 

⑪ ステージイベント 

ア 開会挨拶 三重県地球温暖化防止活動推進センター センター長 朴恵淑 

イ 挨  拶 三重県環境生活部 部長 中野敦子 

ウ 「三重県地球温暖化防止啓発ポスターコンクール」表彰式 

エ 環境トーク 

テーマ：「持続可能なカーボンニュートラル社会三重創生と次世代人材育成」 

登 壇：三重大学、四日市大学、四日市農芸高等学校、明野高等学校、三重高等学校の

学生、生徒(男３名、女７名、計10名) 

進 行：三重県地球温暖化防止活動推進センター長（三重大学特命副学長）朴恵淑 

⑫ 展示ゾーン 

省エネ家電等の展示 

公共、団体の取組紹介パネル、環境パネルの展示 

昔の暮らしの道具展示  等 

⑬ 体験ゾーン 

自転車発電、食品ロス削減体験ゲーム、自然エネルギーでミニカーレース、プラネタリウ

ム、ＪＡＦ子ども免許証の作成 

昔の遊び(コマ回し、けん玉、お手玉)、ミライ地球ガチャ(質問カード) 等 

⑭ 工作ゾーン 

松ぼっくりのミニクリスマスツリー、木の実等の自然の素材・リサイクル素材を使った工作、

どんぐりコマ作り 等 

⑮ 販売ゾーン 

四日市農芸高等学校 農産物と生徒実習品の販売 

⑯ 省エネ住宅フェア 

省エネ住宅の紹介等 

⑰ 電気自動車、燃料電池自動車などの展示 

電気自動車、燃料電池車及び最新のエコカーの展示、電気自動車から非常時電源の取出し

デモンストレーション 等 

⑱ もったいない市 

食品ロス削減等の取り組みの一環として、規格外品等の廉価販売 
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⑲ 当日のスケジュール 

10時00分～    ：開会  朴 恵淑 当センター長（三重大学特命副学長） 

挨拶  中野敦子 三重県環境生活部長 

10時00分～15時00分：各ブースにおける展示、体験、工作を実施 

（ステージ） 

10時05分～10時45分：「三重県地球温暖化防止啓発ポスターコンクール」表彰式 

10時45分～12時00分：環境トーク 

テーマ：「持続可能なカーボンニュートラル社会三重創生と次世代人材育成」 

三重大学、四日市大学、四日市農芸高等学校、明野高等学校、三重高等

学校の学生、生徒(男３名、女７名、計10名) 

進 行：三重県地球温暖化防止活動推進センター長(三重大学特命副学長)朴恵淑 

15時00分     ： 閉会 

 

⑵ クールチョイスの賛同について 

「みえ環境フェア２０２２」は「COOL CHOICE カーボンニュートラルの実現に向けて、未

来のために、今選ぼう‼」をテーマに開催し、クールチョイスの賛同を呼びかけた。 

① クールチョイス賛同呼びかけ方法 

ア 対面で呼びかけ 

イ 「省エネ家電利用意向実態アンケート」、「ＬＥＤ照明利用意向実態アンケート」、「食品

ロス削減意向実態アンケート」実施時に呼びかけ 

② 賛同数 112件 
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⑶ みえ環境フェア２０２２ 広報ポスター 
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⑷ 環境フェア出展団体・企業等と出展内容 
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⑸ フェアの事前周知及び開催結果の報道 

① 事前周知 

環境フェア開催に先立ち、三重県センターホームページ及び三重県ホームページでの告知、

三重県政記者クラブ・津地域ケーブルテレビへの資料提供、雑誌への資料提供、フェア参加

企業・団体のホームページへの掲載等により、広く周知を図った。 

 

② 資料提供内容 

このたび、「COOL CHOICE（＝賢い選択）」をテーマに県民、企業、ＮＰＯ、行政等の様々な地

球温暖化防止の取組を紹介する「みえ環境フェア２０２２」を開催します。 

当該フェアでは、県民、企業、ＮＰＯ、行政、大学・高校、三重県地球温暖化防止活動推進員

などの参加により、日頃の地球温暖化防止等環境活動に関する取組みや活動内容の紹介・展示、

体験・工作、電気自動車・燃料電池自動車等の展示を行います。 

また、ステージイベントとして、ポスターコンクールの表彰式、環境トークを行います。 

なお、本フェアの開催に伴い排出されるＣＯ2については、県内企業におけるＣＯ2削減量によ

り埋合せ（カーボンオフセット）しています。 

ひ多数のご来場をいただきますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 日時 ２０２２年１２月１１日（日曜日）１０時から１５時（入場無料） 

２ 会場 メッセウイング・みえ（津市北河路町１９－１） 

３ 主催 三重県地球温暖化防止活動推進センター（一般財団法人三重県環境保全事業団） 

共催 三重県 

後援 中部地方環境事務所、中部経済産業局 

 

４ 内容 

⑴ ステージイベント 

① 「ポスターコンクール」表彰式（１０時１５分ごろから） 

② 環境トーク（１０時４５分ごろから） 

テーマ：持続可能なカーボンニュートラル社会三重創生と次世代人材育成 

三重大学、四日市大学、四日市農芸高等学校、明野高等学校、三重高等学校の学生、 

生徒のみなさん 

朴 恵淑   三重県地球温暖化防止活動推進センター長 

⑵ 展示・活動報告・体験・工作 

63の出展ブース 

詳細は添付のチラシをご参照ください。 

⑶ その他 

① 四日市農芸高校による農産物及び加工品の販売を行います。 

② 食品ロス削減の取組みの一環として、もったいない市を開催します。 
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③ 広報誌等に掲載された告知記事 

【広報誌等に掲載された開催告知記事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県政だよりみえ １２月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報すずか １２月１５日号 
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月刊Simple 1月号 

 

 

【開催地周辺小学校等への開催チラシ等の配布】 

環境フェアの開催チラシを、会場周辺の津市及び鈴鹿市全域の小学校全児童（約24,500人）に

配布すると共に、チラシ、ポスターを津市及び鈴鹿市の市役所、出張所、公民館等に配布した。 
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④ 開催結果の報道(新聞報道、テレビ放送) 

環境フェアの開催当日は、三重テレビ、ＺＴＶ、中日新聞、伊勢新聞の取材を受け、地球

温暖化防止の取組を説明し、ニュースや誌面で報道されたことから、県内の多くの人の脱炭

素の啓発につなげることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月13日 中日新聞 
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12月13日 伊勢新聞 
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⑹ フェア開催により排出されるＣＯ２のオフセット 

みえ環境フェアでは、環境フェア開催により排出されるＣＯ2のオフセットを行っている。 

本年度は、中部経済産業局により制定された「中部産ＣＯ2クレジット」を用いて 

19ｔ-ＣＯ2のカーボンオフセットを行った。 

使用したクレジットは、井村屋グループ株式会社から無償提供いただいた。 

また、マスコミ等への周知や会場での掲示で周知を図った。 

カーボンオフセットの内容は表－３のとおりである。 

 

表－３ カーボンオフセットの内容 

内容 ＣＯ2算出量 

会場の電力の使用 1,687kg-CO2 

出展者の車両使用 4,810kg-CO2 

来場者の車両・路線バス 12,090kg-CO2 

印刷物(ポスター・チラシ) 85kg--CO2 

その他 20kg-CO2 

計 18,692kg-CO2≒19ｔ-CO2 
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⑺ 開催結果 

「みえ環境フェア２０２２」は、56団体、63ブースの出展があり、来場者は、約4,500人と

なった。多くの人に地球温暖化防止の啓発が行うことができた。 

また、フェア開催による事故、新型コロナウイルス感染症の発症等もなく、無事に終了す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 センター長による開会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ステージイベント ポスターコンクール表彰式 
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写真 ステージイベント 環境トーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 出展の状況 展示ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 出展の状況 体験ゾーン 
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写真 出展の状況 工作ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 出展の状況 販売ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 出展の状況 電気自動車、燃料電池自動車などの展示 
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写真 出展の状況 もったいない市 

 

① COOL CHOICEの賛同 

環境フェア会場でCOOL CHOICEの賛同を募った。 

賛同数 112人 

 

② 環境省規定アンケートの実施 

環境フェア会場において、環境省規定アンケートである「省エネ家電利用意向実態アンケ

ート」、「ＬＥＤ照明利用意向実態アンケート」、「食品ロス削減意向実態アンケート」（資料１）

を行い、環境フェア参加による意識変容調査を行った。 

その結果、環境フェアに参加して、省エネ家電利用意向実態アンケートで15％、ＬＥＤ照

明利用意向実態アンケートで３％、食品ロス削減意向実態アンケートで32％の人に意識変容

がみられた。 

アンケート実施によるCO2削減量 

アンケートの実施により地球温暖化防止の普及・啓発が図れたものとしたCO2削減量は次の

とおり。なお、算出にあたっては、(一社)地球温暖化防止全国ネットによる次式を用いた。 

CO2排出削減効果(t-CO2)＝普及啓発人数(人)×意識変容率(％)×行動変容計数×CO2排出原単

位(t-CO2/人) 

・省エネ家電利用意向実態アンケート：アンケート回収枚数 39枚 

CO2排出削減効果＝39人×15％×0.24×1.62(t-CO2/人)＝2.3(t-CO2) 

・ＬＥＤ照明利用意向実態アンケート：アンケート回収枚数 40枚 

CO2排出削減効果＝40人×３％×0.24×2.81(t-CO2/人)＝0.8(t-CO2) 

・食品ロス削減意向実態アンケート：アンケート回収枚数 38枚 

CO2排出削減効果＝38人×32％×0.75×0.0015(t-CO2/人)＝0.01(t-CO2) 

 

③ 子どもを対象としたアンケートの実施 

環境フェア会場において、幼児から小学生までの子どもを対象に地球温暖化対策について

10項目のアンケート（資料２）を行った。 

アンケート実施によるCO2削減量 

アンケートの実施により地球温暖化防止の普及・啓発が図れたものとしたCO2削減量は次の

とおり。なお、算出にあたっては、(一社)地球温暖化防止全国ネットによる次式を用いた。 

CO2排出削減効果(t-CO2)＝普及啓発人数(人)×CO2排出原単位(t-CO2/人) 
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アンケート回収枚数：167枚 

CO2排出削減効果＝167人×0.138(t-CO2/人)＝24.3(t-CO2) 

④ 子ども用アンケート及びエコ診断アンケート結果 

環境フェア会場で実施した子ども用アンケート及びエコ診断アンケートの結果、初めて来

場した人が59％、２回目が21％、３回以上が20％となった。 

子ども用アンケート及びエコ診断アンケートの合算：259枚 

 

３ 推進員研修会の開催 

本事業において、中部ブロック地球温暖化防止活動推進員合同研修会を開催した。 

概要は次のとおりである。 

開 催 日：令和４年(2022年)10月26日(水) 13:30～16:30 

開催場所：三重県地球温暖化防止活動推進センター 

開催方法：オンライン(ZoomおよびYouTubeリアルタイム配信) 

出 席 者：三重県推進員２名 

センター事務局３名 

概 要： 

⑴ スケジュール及び内容 

開会 13:30～13:35 

講演 13:35～14:20 

脱炭素社会に向けた三重県の取組 

講師 三重県環境生活部 地球温暖化対策課 地球温暖化対策班 主事 牧添遙 

中部ブロック推進員の活動事例発表(14:20～17:00） ８センター １事例×15分 

時間 県市区別 発表者氏名 概要 

14:25～14:40 福井県 水上 聡子  福井県気候変動教育プログラム事業 

14:40～14:55 石川県 推進員 家村 かおり 環境整備はエコ活動の土台づくり 

14:55～15:10 富山県 推進員 善光 英希 

小学生への環境教育が家庭、地域での防

止活動へ 

「環境チャレンジ10」事業 

15:10～15:25 長野県 推進員 渡辺 ヒデ子 

～空はつながっている～ 

ひとつの地球(ほし)ひとつの生命(いの

ち)いまできることから ひとつ ひとつ 

休憩 

15:30～15:45 長野市 推進員 山口 吉久 長野市の活動事例紹介 

15:45～16:00 岐阜県 推進員 木村 和人 私の推進員活動 

16:00～16:15 愛知県 
愛知県環境局地球温暖化

対策課 主事 石井里奈 
ストップ温暖化教室 

16:15～16:30 三重県 
推進員 藤野戸 紘紀 

推進員 城戸 元則 
「環境学習サークルみえ」の活動紹介 
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①  三重県事例発表 
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４ 日常生活に関する温室効果ガスの排出の抑制等のための照会・相談・助言業務 

⑴ 照会・相談・助言業務 

センターでは、各種イベント出展時や電話等により県民からの照会・相談を受け付けてお

り、適切な助言等を行っている。 

交付決定日から2023年2月末までの相談件数は表－６のとおりである。 

 

表－６ 照会・相談・助言業務 

相 談 の 内 容 相談者の属性 対 応 状 況 延べ人数 

温室効果ガス・節電の対策

等、出前講座の実施について

(依頼・実施に伴う支援・教材

提供等)、イベント出展につ

いて（依頼・実施に伴う支援・

教材提供等）、その他啓発機

材の提供・貸出、広報依頼等

に関すること 

県民・企業・学

校・行政職員、

推進員等 

助言、資料・パンフ

レット等の提供、講

師の派遣、教材の提

供等 

893人 

 

⑵ イベント時の簡易省エネ相談業務 

センターでは、イベント出展時にエコライフチェックを用いたエコライフ診断、助言業務

を実施した。 

会場では、来場者によるエコライフ診断記入シート（資料２）の回答をもとに、対話方式

で回答者の省エネ指導・啓発を行い、家庭の実態に即して適切な助言を行った。 
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５ 中部ブロック地域センター共同・中小企業者対象脱炭素支援セミナーの開催 

改正地球温暖化対策推進法の2022年４月施行を受け、企業経営の観点から脱炭素対策を解説

する脱炭素経営セミナーを中部ブロック７県(８センター)の地球温暖化防止活動推進センター

が共同で開催した。 

⑴ 第１回目 

① 開催日時：2022年９月22日(木) 

② 開催時間：15:30～16:30 

③ 講  師：公益財団法人 地球環境戦略研究機関 松尾 雄介 氏 

④ 開催方法：オンライン(YouTubeライブ配信) 

⑤ 参加企業：225社(うち三重県センター29社) 

⑥ YouTube閲覧数：371回(９月22日～10月21日) 

⑵ 第２回目 

① 開催日時：2023年１月24日(火) 

② 開催時間：11:00～12:00 

③ 講  師：公益財団法人 地球環境戦略研究機関 松尾 雄介 氏 

④ 開催方法：オンライン(YouTubeライブ配信) 

⑤ 参加企業：236社(うち三重県センター32社) 

⑥ YouTube閲覧数：505回(１月24日～２月23日) 

 

６ 中小企業脱炭素セミナーの開催 

中小企業事業者を対象とした脱炭素支援セミナーを推進員による出前講座として実施した。

セミナー当日は、中小企業及び小規模企業者の経営者９名が参加した。 

アンケートの結果、９社が「少し・とても役にたった」と回答する一方、脱炭素経営の実施

にあたっては「専門知識やノウハウの不足」、「脱炭素計画策定方法の知見不足」など企業が脱

炭素を実施しなくてはならない事は理解しているが、実現に向けての課題があげられた。 

① 開催日時：2022年９月29日(木) 

② 開催時間：18:30～19:30 

③ 講  師：三重県地球温暖化防止活動推進センター推進員 

④ 開催方法：会場 

⑤ 参加企業：９社 

 

７ COOL CHOICEの賛同 

イベント、出前講座及びホームページ（QRコード）等でCOOL CHOICEの賛同を募った。 

賛同数 2,333人(2023年２月末現在) 

イベント、出前講座等でのCOOL CHOICE賛同数  428人 

QRコードでのCOOL CHOICE賛同数        ２人 

団体12社でのCOOL CHOICE賛同数       1,903人 

 

８ アンケートの実施 

⑴ 境省規定アンケートの結果 

環境省規定アンケートである「省エネ家電利用意向実態アンケート」、「ＬＥＤ照明利用意

向実態アンケート」、「食品ロス削減意向実態アンケート」（資料１）を行い、意識変容調査を

行った。 
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2022年６月から2023年２月末までの結果、省エネ家電利用意向実態アンケートで７％、Ｌ

ＥＤ照明利用意向実態アンケートで０％(既に対策済)、食品ロス削減意向実態アンケートで

24％の人に意識変容がみられ、CO2削減量は、約0.8tとなった。(みえ環境フェア2022でのアン

ケート結果を除く) 

アンケート実施によるCO2削減量 

アンケートの実施により地球温暖化防止の普及・啓発が図れたものとしたCO2削減量は次の

とおり。 

なお、算出にあたっては、(一社)地球温暖化防止全国ネットによる次式を用いた。 

CO2排出削減効果(t-CO2)＝普及啓発人数(人)×意識変容率(％)×行動変容計数×CO2排出原単

位(t-CO2/人) 

・省エネ家電利用意向実態アンケート：アンケート回収枚数 28枚 

CO2排出削減効果＝28人×７％×0.24×1.62(t-CO2/人)＝0.8(t-CO2) 

・ＬＥＤ照明利用意向実態アンケート：アンケート回収枚数 42枚 

CO2排出削減効果＝42人×０％×0.24×2.81(t-CO2/人)＝０(t-CO2) 

・食品ロス削減意向実態アンケート：アンケート回収枚数 38枚 

CO2排出削減効果＝49人×24％×0.75×0.0015(t-CO2/人)＝0.01(t-CO2) 

 

⑵ 事業者独自アンケートの結果 

各イベント、セミナー等で、当センターによる事業者独自アンケートを実施した。 

2022年６月から2023年２月末までの結果、市町、団体等が主催するイベントで、693件、中部

ブロック地域センター共同セミナー(オンライン)で32件、中小企業脱炭素セミナーで９件の回

答を得た。 

アンケート実施によるCO2削減量 

アンケートの実施により地球温暖化防止の普及・啓発が図れたものとしたCO2削減量は次の

とおり。 

なお、算出にあたっては、(一社)地球温暖化防止全国ネットによる次式を用いた。 

CO2排出削減効果(t-CO2)＝普及啓発人数(人)CO2排出原単位(t-CO2/人) 

CO2排出削減効果＝734人×0.138(t-CO2/人)＝101.3(t-CO2) 

 

⑶ 子どもを対象としたアンケートの結果 

各イベント、出前講座等で、幼児から小学生までの子どもを対象とした地球温暖化対策に

ついて10項目のアンケート（資料４）を行った。 

2022年６月から2023年２月末までの結果、4,747件の回答を得た。 

アンケート実施によるCO2削減量 

アンケートの実施により地球温暖化防止の普及・啓発が図れたものとしたCO2削減量は次の

とおり。 

なお、算出にあたっては、(一社)地球温暖化防止全国ネットによる次式を用いた。 

CO2排出削減効果(t-CO2)＝普及啓発人数(人)CO2排出原単位(t-CO2/人) 

CO2排出削減効果＝4,747人×0.138(t-CO2/人)＝655.1(t-CO2) 

 

  



- 26 - 

 

資料１－１ 環境省規定アンケート 
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資料１－２ 環境省規定アンケート 
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資料１－３ 環境省規定アンケート 
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資料２－１ エコライフ診断記入シート 
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資料２－２ エコライフ診断例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023年２月26日 
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資料３ 子ども用アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 二酸化炭素排出抑制事業 

地域における地球温暖化防止活動促進事業 
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